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▼
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
▼
任
意
の

様
式
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
し「
大
綱（
案
）に
対

す
る
意
見
」と
明
記
の
上
、企
画
部

企
画
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

３
月
23
日（
月
）

▼
意
見
は
計
画
を
作
成

す
る
際
の
参
考
に
し
ま
す
▼
個
人

が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
、意
見
の

要
旨
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
▼
い
た
だ
い
た
意

見
へ
個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん 

企
画
部
企
画
政
策

課（
行
政
改
革
推
進
係
）
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厚
生
労
働
省
で
は
、出
生
や
死

亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、

毎
年
人
口
動
態
を
調
査
し
て
い
ま

す
。国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
令

和
２
年
度
は
、人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
を
し
、届
書
に
職
業（
死
亡

届
に
は
産
業
区
分
も
）の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。届
け
出
を
す

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）
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２
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５
８
）２
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６

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘

密
は
守
り
ま
す
。

３
月
18
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時

登
米
保
健
所

】３
月
17
日（
火
）ま
で

に
、電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

る
人
は
、各
総
合
支
所
市
民
課
窓

口
で「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願

い（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」を
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、参
考
に
し

て
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

月
31
日

出
生
、死
亡
、死
産
、婚

姻
、離
婚
の
届
け
出
を
す
る
人

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
戸
籍
係
）
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８

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
・
贈
与
税
＝
３
月
16
日

（
月
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
＝

３
月
31
日（
火
）

▼
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
＝
４
月
21
日（
火
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
＝

４
月
23
日（
木
）

※
振
替
納
税
は
、預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
納
税
が
で
き
る
便
利

な
制
度
で
す
。簡
単
な
手
続
き
で

利
用
で
き
、一
度
手
続
き
を
す
れ

ば
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い

佐
沼
税
務
署
総
務

課☎
０
２
２
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２
２
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５
０
１

　

下
水
道
に
接
続
で
き
る
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
は
、接
続
す
る
こ

と
で
、家
庭
内
雑
排
水
が
直
接
側

溝
に
流
れ
な
い
た
め
、悪
臭
な
ど

が
無
く
な
り
、河
川
の
水
質
が
改

善
し
ま
す
。ま
た
、水
路
な
ど
の
公

共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、自
然

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、早
め
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
水
以
外（
井
戸
水
な
ど
）を

使
用
し
て
い
る
人
、下
水
道
に
一

部
接
続
し
て
い
る
人
、醸
造
業
・
製

氷
業
な
ど
の
事
業
を
営
む
人
で
、

使
用
水
量
が
下
水
道
に
流
す
汚
水

量
と
著
し
く
異
な
る
場
合
は
、排

出
汚
水
量
を
認
定
し
、下
水
道
使

用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
部
下
水
道
課
に
備
え
付
け

の「
排
出
汚
水
量
申
告
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
提
出
し
、認
定
を
受
け

て
い
る
人
も
、年
度
ご
と
に
提
出

が
必
要
で
す

▼
自
家
水

そ
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。ま
た
、必
要
に
応
じ
て
相
談
機

関
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
気
づ
き
」「
傾
聴
」「
つ
な
ぎ
」「
見

守
り
」で
孤
立
、孤
独
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

▼
仙
台
い
の
ち
の
電
話（
24
時
間
）
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▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル（
午
前
９
時
〜
翌
日
午
前
２
時
）
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▼
宮
城
県
自
死
対
策
推
進
セ
ン

タ
ー（
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）　
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※
相
談
専
用
電
話

支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。総

務
部
市
長
公
室

（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
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２
２
）２
０
９
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自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
、一
人
で
抱
え
る
悩
み

が
深
く
、多
岐
に
渡
る
と
判
断
力
が

落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、一
人
で
悩
ま
ず
言
葉
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

周
囲
の
人
た
ち
も
、い
つ
も
と
様

子
が
違
う
と
感
じ
た
ら
声
を
掛
け
、

（
井
戸
水
な
ど
）を
使
用
し
て
い
る

▼
水
道
水
を
次
の
と
お
り
使
用
し

て
い
る
❶
牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
❷

年
間
を
通
し
て
出
荷
す
る
野
菜
や

花
き
を
栽
培
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
❸
大
量
の
水
を
使
っ
た
製
造

業
な
ど
❹
一
時
的
な
育
苗（
原
則

と
し
て
１
カ
月
）

建
設
部
下

水
道
課（
事
業
管
理
係
）
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０
２
２
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３
４
）２
３
５
９

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
と
め

の
市
内
事
業
所
へ
の
配
布
は
、本

年
度
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

広
報
紙
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、各
総
合

　

令
和
２
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
、３
月
１
か
ら
７
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、次
の
７
項

目
を
重
点
目
標
に
、火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❶
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
❷
乾
燥

時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防

止
対
策
の
推
進
❸
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進
❹
特
定
防
火
対
象
物

な
ど（
飲
食
店
・
物
販
店
・
病
院
な

ど
）に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の

徹
底
❺
多
数
の
人
が
集
合
す
る
催

し
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
な
ど

の
徹
底
❻
林
野
火
災
・
そ
の
他
の

火
災
（
枯
草
火
災
）の
予
防
対
策

の
推
進
❼
車
両
火
災
に
対
す
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

「
ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」

◉❶
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
❷
ス

ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
❸
ガ
ス

こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
❷

寝
具
や
衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
❸
火
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
、住
宅
用
消
火
器
を
設

置
す
る
❹
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
を
守
る
た
め
、隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
る

◉
　

新
築
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
置
後
、10
年
以
上
経
過
し
た
も

の
は
、電
子
部
品
な
ど
の
劣
化
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、本
体
の
交
換

を
お
勧
め
し
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
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２
２
）１
９
０
０

　

市
は
、令
和
３
〜
７
年
度
を
期

間
と
す
る「
第
４
次
行
財
政
改
革
大

綱
」を
策
定
す
る
た
め
、市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
大
綱（
案
）へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。第

４
次
登
米
市
行
財

政
改
革
大
綱（
案
）

▼
企
画
部
企
画
政
策

課（
迫
庁
舎
２
階
）▼
各
総
合
支
所

市
民
課
▼
各
公
民
館・ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
▼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（令和２年１月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,537 9,771 10,346 20,117 （▲53）

登米 1,796 2,290 2,466 4,756 （▲13）

東和 2,326 3,029 3,105 6,134 （▲25）

中田 5,178 7,657 7,941 15,598 （▲4）

豊里 2,137 3,195 3,246 6,441 （▲21）

米山 2,845 4,436 4,544 8,980 （▲5）

石越 1,568 2,380 2,384 4,764 （▲1）

南方 2,708 4,154 4,329 8,483 （▲22）

津山 1,143 1,515 1,662 3,177 （▲2）

合計 27,238 38,427 40,023 78,450 （▲146）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　自動車による単独交通事故が増えています。
　交通法令を遵守するとともに、緊張感を持った運転を心掛
けましょう。

（令和２年１月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 18件 17件 １件

死者数 １人 ０人 １人

負傷者数 20人 18人 ２人

物損事故
発生件数 118件 110件 ８件

※令和２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

※
託
児
は
３
月
12
日（
木
）ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

３
月
27
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です


